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ド ；8020 達成者，咬合，顎顔面形態，凵 腔内模型，頭部 X 線規格写真，高齢者

抄 録 ：本研 究 の 日 的 は，多 数 の 歯 を 維持 す る H 本 人 高齢

者 を対
．
象 と して ，そ の 咬合お よ び顎 顔面形 態 を明 ら か に

す る こ とで あ る．千葉
．
1
’i’iで は 毎 年，8020達 成 者 を募集 し

T．葉市主 催 の 長生 き 良 い 歯の コ ン ク
ー

ル で 表．彰 し て い

る．今 回 は 平 成 10，ll年度 の 応 募 者 41 名 に対 し、ア ン

ケ
ー

ト調査 お よ び 口 腔内診査 を 実施 し，そ の 際口 腔内及

び顔 面 写真 撮 影．X 線写 真 撮 影，印象 採 得 を行 い 資 料 と

した．応募者 の 平均年齢 は 82歳 5 カ 月で ，平均現在歯数

は 25．3 歯 で あ っ た ．年 齢 お よ び現 在 歯数 に 男女 差 は な

か っ た．咬合関係 は，前後的 に は 上 顎 前突が 78．9％，rL

常 が 21．1％，反対 咬 合 は 0％ だ っ た ，垂 直 的 に は過 蓋 咬

合が 34．2％，正 常 が 65．8％．開咬 は 0％だ っ た ．犬歯部

ア ン グル 分 は Class　 I （64．6％ ）と C！ass 　II（25．O％）が

大半 を 占め た ．叢生 に つ い て は，．ヒ顎 前歯部 の 叢生 を有

す る も の は 4．9％ と少 な か っ た．
．
ド顎 前 歯部 は 3L7 ％ に

叢生 を認 め た が 著 し い 叢生 で は な か っ た．顎顔面形態 に

つ い て は下 顎 骨 が 後 下 方 同 転 し，や や 上 顎 前 突傾 向 を示

し た，以 上 に よ り 凵本人 802 〔〕達成 者 は比 較 的 良好 な 咬合

お よ び顎 顔
．
面 形 態 を 有す る こ と が わ か っ た．

　　　　 （Orthod．　Waves 　60 （2）：118 〜125 ，2001 ）

Astudy 　of 　model 　and 　cephalograms

in　elderly 　persons 　over 　80　years ｛｝ld

　　　　with 　at 　least　20　teeth

Abstract ：The 　purpose 　of 　this　study 　ss・as 　to　identify

occlusal 　and 　lnaxmofacial 　status 　of　eldcrly 　Japanese

丶vith 　mally 　relnailling 　teeth．　Chiba　City　has　been

holding ．Annual　
”Long　Lifc−GQod　Tecth”Contest　to

ackllowlcdge 　the 　citizens 　aged 　8〔l　 or 　older 　with 　20 〔）r

m 〔〕re　 remaining 　teeth，　This　 study 　incklded　41　 appli
−

cants 　for　the　1998 　and 　1999　c〔川 tests．　Each　subject 　was

asked 　t〈）　fill　⊂）ut 　a　questiomlaire 　alld 　u π〕dergo　an

intraoral 　cxarninati （＞n，　 during　which 　intraoral　and

facial　photographs ，　radiographs 　and 　hnpressions　were

takell ．　The 　subjccts 　wh 〔，se　 nlean 　 age 　 was 　82　years 　5

mQnths 　 retained 　all　averagc 　of 　25．3tecth，　No 　diffe1−−

ence 　was 　observed 　ill　age 　or 　Ilu【nber 　of 　preserved

teeth　between 　the　males 　and 　fenユ ales ，　AntcrQposterior
（，cclusal 　relationship 　was 　characterized 　by　maxillary

protrusion 　 in　78．9％，　 Il（⊃rmaR ）verjet 　 in　21．1％，　 and

三mteri 〔〕r　crossbite 　in　O％．　Vertically，　 deep　bite　was

noted 　in　34，2％，　n ぐ，rlnal 　 overbitc 　ill　65．8％，　and 　open

bite　inO ％．Most 　of 　the　subjects 　had　cither 　AnglcClass

I　　（64．6％）　orClass 　II　（25． ％ ）　calline 　relatic エnship ．

ぐ）nly 　4．9％ of 　the　sul）jects　had　upPer 　anterior 　cro “ 厂d．

ing，　Lower 　allterior 　crowding 　was 　c，bserved　il131．7％，

though　not 　severe ．　Nlaxillofacial　lnorphology 　was

withill 　 a 　 llormal 　 ra ［互ge 　 with 　 a　 small 　tendency 　t〔lward

maxil ］ary 　protrusion 　associated 　with 　a 　posteroinfer−

iorly　positi（med 　mandible 、　These　results 　indicate　that

Japancse　who 　attaille 〔l　the ≦ζoal 　c，f　8020　have　rela しivc・

ly　g し）〔，d　occlusal 　 and 　 maxillofacial 　forms．

　　　　 （Orthod．　Waves 　60 （2）： 118〜ユ25，2001 ）
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緒 言

　歯科保健 へ の 国民 の 関心 を高 め る た め，厚 生 省 の 成

人歯科保健対策委員会 が 提唱 し た 8020 運動
1・2）

は，着

実 に 国民 の 間に 展開 して い る と い え る．高齢者 の 口 腔

保健状況 と全 身健康状態の 関連性 を探 る調査 で は，現

在歯数 は咀 嚼能力 に 関連 し ， 高齢者の 健康 や 日常生 活

の 質 に 影 響 を ケえ る こ と が 明 らか に な っ て い る
3”li｝．さ

ら に，適切 な 歯科保健行動や 食生 活習慣 お よ び定期的

な プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル ケ アー
に よ り う蝕 お よ び歯 周 病

を 予 防 す る こ とが，8020 達 成 の 要 因 と し て 重 要 で あ

る
7 −IL ）

と報 告 さ れ て い る，しか し 凵 腔器官 の 基本 と な

る 咬合 の 関与 に つ い て は報 告が な く，また 8020達成者

の 咬 合 と そ の 顎 顔 面 形 態 の 特徴 に 関す る研究 は 少 な

い
121 ．

　今 回 著者 ら は，8020 達 成者の 口 腔内石膏模 型 お よ び

側方頭部 X 線規 格写真 を 採得 し，矯 正 学 的 な視点 か ら

咬合状態 な らび に 顎 顔而 形 態 を 鍋科疾 患 の 状況等 と あ

わ せ て 調査 研究 した の で 報告す る ．

対象お よび方法

　本調査 は，．’
ド成 9 年度千葉市歯科疾 患 実態調査 に お

け る 8｛｝20 データバ ン ク の
一

環 と し て 開始 した．千葉 市

で は 毎年広報紙 Lで 20歯以上の 歯 を有す る 80歳以 上

の 高齢者 を募集 し，8020運 動普及 の た め の 啓蒙行事 で

あ る 長生 き 良 い 歯 の コ ン ク
ー

ル で 表彰 して い るが，平

成 10 年度か ら は 8020 達成者 の 詳細 な検討 を 目的 と し

て市内 10矯正医 に 応募者の 資料採取 を依頼 して い る．
今回 は 平成 1〔1，11年度 に 応募 した 8（120達成者 41 名

（男 20名，女 21 名） を調 査対 象と した．

　応 募者 に 対 し口 腔 お よび 全身 の 健康 に 関す る 調 査 票

を 郵送 し，最寄 りの 矯正歯科医院 に て 調査 票の 回収 お

よ び ［ 腔内診査 を行 い
， 同意 を得 て 凵 腔内写真撮 影，

顔而写真撮影 ，X 線写真撮影 （頭部 X 線規格写真，オ

ル ソ パ ン トモ グ ラ フ ィ
ー），歯列 模型 の た め の Ell象採得

を行 っ た ．分 析 方 法 は以 下 の 通 りで あ る．

　 1 ．歯科疾患の 調査

　歯 科疾患 の 分類 は 平成 5 年度厚生 省歯科疾患実態調

査
11’）

に 基づ い て 行 い ，健全歯，処胃歯，未処 置歯 を 現在

歯 と し ， 欠損歯，先 天 欠如歯，架工 義歯，有床義歯 を

喪失 歯 と し て 分 類 した．現在歯 は 歯 の 全部 また は
一

部

が 口 腔 に 現 れ て い る もの と し過剰歯は 含 め ず癒合歯 は
…

歯 と した，喪失歯の 定 義 は ， 智歯 を 含 ま な い 抜去 ま

た は 脱落 に よ っ て 喪失 し た永久歯で あ るが，先天 欠如

歯 と の 判 別 が 困難で あ る た め，先天 欠如歯 の 疑 い が あ

る もの も喪失歯 に 含め た．

　 2．咬合分 析

　咬 合の 良否 を判定す る項 目 は，山 内 均
の 正 常咬合 の

基準 を参考 に 以 下 の よ うに 泱 定 した．

　　 1 ） 上
「
ド顎 前歯 の 前後的位置関係

　側 方 頭 部 X 線規格写真 よ り，Overjetが 4mm よ り

大 きい も の を L顎 前突，0〜4mm の 範囲 を 正 常，マ イ

ナ ス 値 を反 対 咬 合 と して 分類 した．な お ，側方頭 部 X
線親 格写真 は 咬頭嵌合位 が 不 正 で あ る も の を 除 き 38

名 （男 19名，女 19名 ） が 計 測 可能 だ っ た．

　　 2） 上 下顎 前歯の 垂 直的位置関係

　側 方 頭部 X 線規格 写 真 よ り Overbiteが 4mm よ り

大 きい もの を過蓋咬合，0〜4mm を正 常，マ イ ナ ス 値

を 開咬 と し て 分類 した．

　　 3 ＞上下顎第
一

大 臼歯 お よ び上 下顎 犬 歯 の 前後的

　　　　な 位置関係

　高齢者 は大 臼歯 の 喪失や 修復が 多 い た め ， 第
・
人 臼

歯部 に お け る ア ン グル 分 類 を 犬 歯部 に も適用
15〕

し L下

歯列 の 前後的 な位置関係を調 べ た．大 Er歯 部 の ア ン グ

ル 分類 は 第
一・

大臼歯 が 喪失歯 で あ る場 合 は判定不能 と

し た ．犬歯部の ア ン グ ル 分類 は犬歯が 喪失歯 で あ る場

合 お よ び切 歯が 欠損歯 な い し は先大 欠 如歯の 場合に は

判 定 不 可 と した ，

　　 4 ） 上
．
ド顎 臼歯 の 水平的な 位置関係

　上 顎 臼歯 に 対す る 下顎 臼歯 の 水
’
ド的 な 位置 は模型 に

よ り判断 し，水平的な ず れ の な い もの を正 常，片側 臼

歯 の 交叉 咬 合 を片 側 性 の 交 叉 咬合，両側 臼歯の 交叉咬

合 を両側性 の 交叉 咬合 と し た．
　　 5 ）叢 　生

　叢 生 の 有無 は，模型 上 で 犬歯間の 各歯 の 重 な りを計

測 し，31nm 以 内を正 常，3mm 以 上 を叢 生，抜歯空隙

以 外 の 空 隙 が 歯 間 部 に 存在す る 場合 を 空隙 と した．犬

歯間 に喪失歯 が あ る 場合 は 判 定 不 可 と した．
　 3 ．顎 顔 面 形 態 分 析

　側方頭部 X 線規格写真 を 用 い て 各 項 目 の 計 測 を 行

い ．日本 人 の 成 人 正 常 咬 合 者 の 報 告
1s−1s ）

と比 較 し た ．

結 果

　 1．歯科疾 患 の 状況

　8｛｝20 達成者 41 名の 平均年齢 は 82 歳 5 カ 月 （男 性 ：

82歳 10 カ 月，女性 ：81 歳 11 カ 月，8（1〜90歳 ）で 男 女

の 年齢 に 有意差 は な か っ た．現 在歯 数 は
’
ド均 25．3歯

（男性 ：25．6 歯，女性 125 ，1歯） で あ っ た （表 1）．

　現 在 歯数 は 全 体 の 87，4％を占 め，内訳 は 健 全 歯 が

10．3 歯 （35．6％），処置歯が 13．6 歯 （46．9％），未処置

歯 が 1，4歯 （4．9％）で あ っ た （表 2）．喪失歯 は 3．7 歯
で 全 体 の 12．6％ を 占め，内訳 は 架工 義歯 ・

有床 義歯 に

よ る修復 が 2．4 歯 （8．2％），欠損歯
・
先天 欠如歯が ］．3

歯 （4．5％） で あ っ た．
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　各歯 牙 の 現 在 歯 率 は上 顎 は犬 歯 が 97．6％，第
一

小 臼

歯 93．9％，側 切 歯 90．2％，中切歯 お よ び 第二 小 Fr歯 が

87，8％，第一．一
大 臼 歯 82，9％，第二

．
1大 臼歯 74．4％ の 順 で ，

下 顎 は犬 歯が 100％ ，中切 歯，側 切 歯，第
一

小 臼 歯 が

92，7％，第二 小 臼 歯が 86．6％ ，第二 大 Fr歯 が 72．0％，

第
一一

大 臼 歯 が 65．9％ の 順 で あ っ た、

　 2 ．咬合 に つ い て

　上 ド顎前歯 の 前後的位 置 関係 は，上 顎 前突 （Over・

jet　l　4　mm 〈 〉が 78．9％，正 常 （Overjet ：0−4　mln ）が

表 1　8020達成者の 概要

男性 女 性 合計

人 　 　 　 　数 　 　 　20

イ
ト　　齢 　　　中畠　　　8D〜gov

平 均 年 齢 82y1 〔｝m

平 均 現在 歯 数 　 　 25．6

　 21　 　 　 　 　 　 41

80〜87v 　　　80〜9〔｝y
81yllm 　 82v5m

　 25．1　　　　　　　25．3

21．1％ で あ り，反 対 咬 合 （Overjet ：〔〕lnm ＞ ） は 0％
だ っ た （表 3）． h下顎 前歯 の 垂 直的位置関係 は 過 蓋 咬

合 （Overbite ：4mm ＜ ）が 34．2％，正 常 （Overbite ：

04mm ）が 65．8％ で あ り，開咬 （Overbite：〔｝mm ＞ ）

は 〔〕％ だ っ た （表 4＞．

　 ア ン グ ル 分 類 は，第
…

大 臼 歯部 で は C］ass 　I が

52．4％，Class　IIが 20，7％，　Class　IIIが 3，7％で あ り，

23．2％ は第
一

大 臼 歯 が 喪失 し て い た た め 判定 不 可 で

あ っ た （表 5）．Class　IIIの も の を 精査 す る と，
一
ド顎切歯

の 欠損 が 原 因 で 犬 歯 が 前方位 に ある こ と に 起 因 し て お

り，被 蓋 は 全 て 正 被 蓋 で あ っ た ．した が っ て 歯数異常

に よ る 場合 を 除 き，第
一

大 臼 歯部 の ア ン グ ル 分類 に

Class　III関係 は 認 め ら れ な か っ た ．犬歯 の 前後的関係

群よClass　I　カ964 ．6％，　Class　IIカ925 ．0％，　Class　HI｝よ

4．9％ で ，犬 歯 が 架工 義歯 に 修復 さ れ て い た り著明 な 咬

耗 の た め 判定不可 で あ る も の が 4．9％で あ っ た ．ClaSs

IIIの 4．9％ は 第
一

大 臼 歯 の 場合 と 同様 の 理 由 で あ っ

表 2　8020達成者の 歯科治 療状況

歯式 　　 健 全 歯　 処 置 歯　 未処 置 歯
架工 義 歯 ・

有床義歯

欠 損 歯 ・
　 　 　 　 　 　誓 見在歯 　

”
喪 失 歯　 合 計 　 現在 歯率 ％

先天 欠如歯

上 顎歯列

12345678 9Q5741362332221 899864253334444 55622362 77228920

下顎 歯列

12345678 445849944U5

匚
」

21

2053115912245441 02256453 31061720

一

　

　

　

　

ー

ワ凵
−

　

一

3103259035000

ー

工

O

　

　

　

　

　

1
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

240728136626

／

496

778776617787755208250411

　

　

　

　

112

合計

222222238888888187．890

，297

，693
．987
．882
．974
．4

．
6606183

　

　

　

　

122

222222268888888292 ，792
．7

］00．092
．7S6
．665
．972
．0

歯数計　　 422　　 557

平 均歯 数 　 10．3　 　13．6

　 ％　　　　35，6　　46，9

581

．44
．9

972

．48
．2

53L34

．5

103725

，387
、4

150　　　 1187　　　　87．4
3．7　　　 29．0　　　　87．4
12．6　　王O〔］．O

※
現在歯 ：健全歯 ＋ 処置歯 ＋ 未処置歯

ff

喪 失歯 ：架工 義歯 ・有床義歯 ・ 欠損歯 ・先 天 欠 如歯

表 3　上 下 顎前歯の 前後的位置 関係

　　 ヒ顎 前突 　　　　　　 正 常

overjet ：4mln 〈 　 overlet ：0−4　mm
　　反対咬合

overjet ： 〔］mm ＞
合　計

30名

78．9％
8名

21．1％
0 名

0．0％
38　7r10D
．0％

N 工工
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た．

　 上 下顎大 臼歯 の 水平的 な 位置関係 は ，臼 歯 の 片側交

叉 咬 合 が 1例認 め られ た以 外 は 全 て正 被蓋 を 示 し，歯

列 は 上 下的 に も 左右的 に も ほ ぼ 対称 で あ っ た．

　前歯部 の 叢 生 に 関 し て は，．L顎 前歯部 は叢 生 な し （3

1nm ＞ ）が 51．2％，叢生 （3mm ≦ ）が 4．9％，空 隙が

9．8％ で ，犬 歯 間 に 喪 失歯 を 含 む た め 判 定 不 可 が

34．1％ だ っ た （表 6）．判定 不 可 の 内 訳 は 架 工 義 歯 が

26，8％ 、欠 損 歯 ・先 犬 欠 如歯 が 7．3％ だ っ た ．下顎前歯

部 に 関 し て は ，叢 生 な しが 43．9％，叢 生 は 31．7％ で，

叢 生 の 割 合 が 上 顎 前歯部 よ り 高 か っ た が，叢 生 量 は ほ

と ん ど が 4mm 以 下 で 中等 度 で あ っ た ，空 隙 は 4，9％、

判 定 不 可 は 19．5％ で ，判定不可 の 内訳 は 欠損歯 ・先 大

欠如 歯 が 14，6％，架 工 義 歯 が 4．9％ だ っ た ．

表 4 上 下 顎前歯の 垂 直 的位 置 関係

　　過 蓋 咬合　　　　　　　［F．常 　　　　　　　 開咬

overbite ：4mm ＜　　　overbite ：O−4　mln 　　 overbite ：Omm ＞
合計

13 名

34．2％

25 名

65，8％
0 名

〔1．u％

38名

le〔｝．0％

表 5 上 下顎 第一大 臼歯 お よび犬歯の 前後 的位置関 係 表 6　上下 顎 前歯 部 の 叢生状 況

第
一

大 臼 歯

歯数 ％ 歯数

犬 歯

％

Class　I　　　　　　　 43

Class　II　　　　　　　 17

Class　tlL　　　　　
ny
　3

判 定 不可 　 　 轍 楽 19

1顎

人 数 　 　 ％

52．4％　　　　　　53　　　　64、6％
20．7％　　　　　2／　　　25．0％
li．7ヲ6　　　　　　ff

　4　　　　　　4．9％
23．2％ 　　　聖 商 　4　　　　4．9％

叢 生 な し （3mm ＞ ）

叢 生 （3　inin ≦ ）

空隙
e

判 定 不可

21　 51．2％
2　　 4．9％
4　 　 9．8％

14　　34．1％

合言十 82　　100 、0％ 82 　　100．U％ 儒 十

　 　下 顎

人 数 　 　 ％

18　 43．9％
13　 31．7％
2　 　 4．9％
8　 19．5％

’tl　　l（K工．0％ 　　@41 　　100 ．〔｝

　 弾　 犬 歯 問 に 欠 損歯 。 先大 欠 如歯 を 含 む

め 鱒 　 犬 歯が 架 1 義 歯また は 犬 歯の 著 し い 咬 耗

た め 柵壜 ： 第 一 大 臼 歯 が 喪 失

のた
め ny 判 定 不 可 ： 犬歯 間に 喪 失 歯

含 むため 表7 　 8020 達成 者 男 性 19 名の頭 部X 線規 格

真 分 析

果

告者

料数 平均 年

8020

成者 　 r

  982
9 カ月 飯塚

16） 　

＝ 5 ｛
1

歳 7
カ

月

@小 西 17 〕

　 n − 5 22 歳4 カ月 分析 項目 平 均値　 標 準偏差 　 平均値　標準偏差　有

差　平均値　標準偏差　有意差 Fa

al 　 al191c
　
（d9）

onvexit ｝・　

dg ） A− Bp1 ．（dg） FH

to 　 Mand ．　P
D（dg） Y −axis （ dg ） Inte
ncisal 　

angle　（d9＞ Ll
　Dv’land ． 　p1．

dg ） FI

@to 　SN（
） SNA（
） SNB （dg）

ANB （dg） UltoFH （

） Gonial 　anglc

dg ） Ramus 　angle

dg ） Overjct 　

11コI
） Orbiti1nm856114

−

D8

．3

．17
．71

．78

．0

．1

． 05

．l

O9

．

4

126

．

7

84

．

　

4

、

7

　

3

．

1

O12

665804863539623884185

．1
　5．6

− 5．126
．365
．7129
．

94 ．7

　

6

．

0

81

．

8

．

6

　

3

．

3

10

D93302

176

5

6397325

＊
＊

＊ 半

串半
＊

．2

・ 1，1
− 4．324

．16
｝．8125
．695

．1@7
．783
．580
．9

　

2

．

6

115

．

2

122

0

82

、

0

　

3

．

2

　

C5M

瀞2 瀞
ユ2 つ

焔 」 2

ユ3刃

428721601

＊寧寧

＊
　串串 ＊

＊‡
＊ホ宇 3 　

＊＊ ＊＊

零＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ‡ ＊＊ ＊ 　 ： 5％，　 s ＊ 　　
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表 88020 達成 者 女性 19名 の 頭 部 X 線規 格 写真 分 析結 果

報 告 者

資料 数
’
拝均 年齢

802〔〕達成 者

　 Il− 19

81 歳 1｛〕カ 月

飯 塚 ら
L6 ）

　 n ＝5019

歳 7 カ 月

　 小 西
Lη

　 n 二5022

歳 1カ 月

分析項 目 平均値　標準偏差　平均値　標準偏差 　有意差 　平均 値 　標 準偏 差 　有 意差

Facial 　angle 　（dg ）

COnvexity 　（dg）

A −Bpl，（dg）

FH 　to　Mand ．　Pl，（dg）

Y −axis 　（dg）

Interincisal　angle 　（d9）

Llto 　M［alld ．　pL （d9）

FH 　to　SN 　（dg）
SNA （d9）
SNB （dg）
ANB 　（dg）
UltoFH 　（dg）
G 〔mial 　angle 　（dg）
Ramus 　an91e （d9）
C）verjet 　（nlln ）

ぐ）verl ）ite　　（l／lm ）

　 85．3　　　3 ．8 　　　 84 ．8

　 15．8　　　 6．9　　　　 7．6
− 10．0　　　 4．〔］　　　

− 4．8
　 33．5　　　 6．［　　　 28．8
　 65．1　　　 4．5　　　 65．4
121．6　　　15，7　　　124，1

　 94．5　　　　7．2　　　　　96．3
　 8．9　　　 3．0　　　　 6．2
　 84．〔；　　　 3．5　　　　 82．3
　 77．0　　　　3．6　　　　78．9
　 6．9　　　2．8　　　　3．4
Uo ．4　　 1（1，6　　　111．1
128，4　　　　6．5

　 85 ．0　　　　4 ．7

　 5．9　 　 1．9

　 4．〔｝　　 L7

105266895585353557553315
＊　＊串
＊ i ＊

＊ポ

＊v ＊

＊＊参

88、8
　 4．8
− 4．527

．．161
．7

】22．593
．6

　 9．182

．079
，2

　 2．8116
．4124
．682
．8

　 3．3
　 2．2

99292602916876712325376334167401＊＊＊

i ‡ ＃

＊ 半 霊

s ＊ ＊

木＊

＊＊　瘤

＊ ＊ ＊

’
： 5％ ，＊串鹽1％ 、＊＊＊

：0．1％

　 　 　 　 　 男 性 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 女 性

図 1　802  達成者 と成 人正 常咬合 者 の 重 ね合 わ せ （SN 基準 ）

　　　実線 ：8020達 成 者，点 線 ：成 人 正 常咬 合 者
LS｝

　 3 ．顎 顔面形態

　側方頭部 X 線規格写真分 析 値 を、飯塚 ら
Is ）

の 成 人 正

常 咬 合者 の 基 準値 と比 較 し た （表 7，8）．そ の 結果，男

女 と も SNA 及 び SNB は 有 意 差 が な い が ANB は 有

意 に 大 きか っ た．FH 基 準 で は FH 　to　Mand ．　pl．は有

意 に 大 き い が Facial　 ang ］e と Y −
axis は 有意差 が な

く，Convcxityは 有意 に 大 き く A −B　pl．は 有 意 に 小 さ

か っ た．Ult 〔〕 FH ，　 L 　l　 to　 Mand ．　 pl．，　 Interincisal

angle は 有意差が な か っ た ，ま た，女 性 の 方 が ANB お

よ び ABpl ．の 有意差 が 著 しか っ た．

　
一一

方，小 西
1 η

の 報告 と の 比 較で は 男 女 と も SNB が

有 意 に 小 さ く ANB は有意 に 大 き か っ た ．　 FH 基準 で

は Facial　angle ，　A −Bpl．が有意 に 小 さ く，Convexity，
FII　to　Mand ．　pl．お よ び Y −

axis が 有意 に 大 き か っ た ．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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また，Ulto 　FH は有意 に 小 さ く Overjetは有意 に 大

きか っ た が ，
LI 　 to　 Mand ．　 pl．お よ び lnterincisal

angle は 有 意 差 が な か っ た．ま た，男 性 は Gonial

angle
，
　Ramus 　angle が 有意 に 大 き か っ た．Overbtte に

つ い て は 男性 は 有意差 が な か っ た が ，女性 は有意 に 大

き か っ た ．

　 坂 本 の プ ロ フ ィ ロ グ ラ ム （図 1，E−N 基準）で は 成

人 正 常値
IS ）と比 較 す る と 上 顎 骨 は や や 前 下 方，下 顎 骨

は 後下方位 で 顔面高 が 大 き く long　face傾 向を認 め

た ．

考 察

　 1 ．現在歯 の 歯科疾患 の 状 況 に つ い て

　 8（120達 成者 の 歯科疾患 の 状況 は，現在歯数 が 24〜25

本 で 男女 差 が な く，3 割以 上 の 健全粛 を 有 し，処置歯数

は 4 割以 ヒで あ る な ど，こ れ ま で の 調査 結果
Li〕一11 〕と1司

様 で あ っ た ．

　歯種 別 で は ， 犬 歯の 残存率 が 最 も 高い こ とは周知 で

あ る
13 ）が 、本調査 も

．
ド顎犬歯 は す べ て 存在 し，上 顎犬歯

も約 98％ 残存 し て い た ．歯 の 喪失 は下顎大 臼 歯に 始 ま

る
22 ）

と い わ れ ，8020 達成 著に お い て も ド顎第
一

大 日 粛

お よ び第 二 大 臼 歯 は 残存 率 が 最 も 低 く 6〔1〜7〔｝％ で あ

る と報告 さ れ て い る
1”・zo ）

が ，本調査 で も
一
ド顎第

一
大 臼

歯の 残 存率 は約 66％，第二 大 臼 歯 は約 72％ と同様 の 結

果 で あ っ た ．

　 以 上 に よ り， 今回 の 調 査 対象者 は す で に 報告 され て

い る 8020 達成者 の 現在歯 の 状況 と類似 し て い た ．

　 2 ．咬 合 に っ い て

　 8020 達成者 に 関す る 研究 は 多 い が ，咬合 に つ い て の

報告 は 文 京区の 調 査 の み で あ る
12 ｝，こ れ は，簡便 な基 準

が な い た め 咬合 の 良否決定 に 専門的 な 判断 を要す る こ

と や ， 咬 合 の 関 与 とい う発想 が な い た め と考 え られ る．

　本調 査 に お け る 8020 達成者 の 咬合 は ，前後的 に は 上

顎 前突 が 約 8割，正 常が 約 2割，垂 直的 に は過 蓋 咬 合

が 約 1！3，正 常 が 約 2／3 で ，交 叉 咬合 は ほ と ん ど認 め ら

れ ず ，正 常咬合 に 加 え て 上 顎前突 お よ び過 蓋 咬合 の 傾

向が 示 され た ．一一
方，反 対咬合 お よ び 開咬 の 発 現率 は

0％ で あ り，口本人不 正 咬合 の 発現頻度 と し て 報告 され

て い る 反対咬合 が 約 4〜10％，開咬 が 約 4〜5％ 2／1−21 ｝
と

比 較 し て 少 な か っ た．

　 反 対咬合 と 歯 牙 喪失 は 短絡的 に 結 び つ け ら れ な い

が ， 反対咬合者 に 関 して は，顎運動 の 異常 や 咬合力
・

咬 合接触 面積 ・咀 嚼能 力 の 低
一
ドが 報 告 さ れ て お

り
2s −10 ），こ う し た機能異常 や，審美 を 目的 と した 前歯

多数歯補綴 の た め の エ ナ メル の 過剰削除，喪失部位 の

無 理 な補 ee’ll ）な ど が 歯牙喪失 を助 長 す る 阿1
』
能性 も考 え

られ る の で は な い だ ろ う か ．

　 ア ン グ ル 分類 に つ い て は，大 F’1歯 は 判定不能歯 が 約

23％ と 多数 で あ っ た た め 95％が 判 定可能 で あ っ た 犬

歯 を 参照 した が ，犬歯部 は ほ と ん ど が 1 級 （約 65％〉

で III級 は 5％ に 満 た な か っ た．ア ン グ ル 分類 で 1級 で

あ る こ と は、1 歯対 2歯咬合 の 鍵 と し て 形態的 に 正 常

と 考え られ る ば か りで な く，機能的 に も 食塊 が 流出せ

ず最 も安定 した 状態 で 咀 嚼で き る こ と が 力学的 に 示 唆

さ れ て お り鋤 ，8｛｝20 達成者 の 咬 合が 安 定 して い る こ と

を 示 す と い え る．

　 ヒ顎前歯部 の 叢 生 に 関 し て は 叢 生 は 約 5％ と少 な

く、正 常 な 配列 は 約 51％ で む し ろ 空 隙 を 10％認 め た ．
こ れ に 対 し下顎前歯部 は 叢 生 の 割合 が 高 く約 32％ を

占 め た が ，そ の 叢生 量 は 大部分 が 中等 度 で あ っ た．8020

達成者 の 上 顎前歯部 に 叢生 が 少 な か っ た こ と は，上 顎

前歯部 の 叢生 と う蝕発 生 の 関連 性
33｝を追 求 す る 足 が か

りに な る と考 え られ る．

　 以 上 の よ う に 802〔〕達 成者 は，や や 過 大 な Overjetお

よ び Overbiteを有 す る も 0）の ，犬 歯咬合は ア ン グル 1

級 で あ り，歯列 は 対称 で 交 叉 咬 合 が ほ と ん ど な く，上

顎 前歯 の 叢 生 が 少 な い ，ほ ぼ 良好 な 咬合状態 で あ っ た ．

　 二 島
3‘ 〕

は 長期経年的 に Overjet，　 Overl〕iteが 増加 し

前 歯 の 叢 生 も増 加 す る と 述 べ て い る．した が っ て ，

Overjet お よ び C）verbite が や や 大 き くわ ず か な 叢 生

が あ る 8e20 達 成者の 咬合 は 若年時 に は よ り正 常咬合

に 近 か っ た と 推察 で き る．

　今回対象 と し た T一葉市の 802e 達成者 は，歯並 び に も

自信 が あ っ た た め コ ン ク
ール に 応 募 し た 可能性 を否 定

で きな い ．しか し，市の 広報 を み て 市役所 に 応募 し た

こ と，応 募者 の 中 に は 診 査 に よ り歯数 不 足 が判 明 した

例 も あ っ た こ とか ら，歯 並 び や 歯の 健康 に 臼信 の あ る

人 の み が 応募 し た と い う印象 は 受 け な か っ た．さ ら に

80歳以 上 の 全 高齢 者 に 対 し ア ン ク
．一ト調 査 を実施 し

8020 達成者 を抽出 し た 文 京 区 の 調 査
’m も 同様 の 咬 合

所見 を示 し て い る こ とか ら，千 葉 市 の 資料は 8〔｝20 達成

者 を代表 し て い る と 考 え られ た．

　 3．顎 顔 面 形 態 に つ い て

　 8020 達成者 の 顎顔面形 態 を 飯 塚 ら
lc’｝

の 成人 正 常 咬

合者 の 値 と比 較 す る と ， 男 女 と もオ トガ イの 前後 的 位

揖は 正 常 （Facial　ang ］e，　Y −axis ）で ， ヒ顎骨 の 前方位

（ANB ，　Convcxi亡y，　A 　B　pl．） に よ る上 顎 前突 傾 向 を認

め た が，上 下顎前歯 の 歯軸傾斜 （UltoFH ，Llto
Mand ．　pl．，　lnterincisal　angle ＞は正常で あ っ た ．小 西

171

の 成人正 常咬合者 の 値 と の 比 較 で も下顎骨 の 後下 方 回

転 （SNB ，　Facial　angle ，　Y 　 axis ，　FII　to　Mand ．　pl．，）

を 伴 う上 顎前 突 傾向 を認 め （ANB ，　 C 〔mvexity ，　 A −B

p！．）， 巳顎 切 歯軸角 は有 意 に 小 さい が Overjet は 有意

に 大 き く，さ ら に 女 性 は Overbiteも深 か っ た ．坂 本 の

プ ロ フ ィ ロ グ ラ ム （図 1）で も，同様の 所 見 で あ っ た が ，

正 常形態か ら大 き く逸 脱 す る も の で は な か っ た．

　 ま とめ る と，8020達 成者の 顎 顔 面 形 態 は，日本人 成

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Orthodontic Society

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Orthodontio 　Sooiety

124 　　0rthod．　Waves 　60（2）： 118 〜125 ，200 ユ

人 正 常咬合者 の 報告
’6”IH ｝と比較 し て 下顎骨 が 後下方

回 転 お よ び後退 し，10ng　face 傾向 で Overjetが 大 き い

上 顎前突 の 形態 を 示 し た が ， 上 顎 中切 歯 の 歯軸は む し

ろ 舌側傾斜 を 示 し，全体 と して バ ラ ン ス が とれ て い た．

　 H本 人 有歯 顎 者 に 関 す る顎 顔 而 形 態 の 加齢変化 は こ

れ まで 報告 が な い が ，Behrents35）
は 成 人 期 を 通 じて 前

後的な 成長 はわ ず か に 続き，垂直的成長 は 中等度 の レ

ベ ル で 持 続 す る こ と を示 し た．さ らに ，男 性 は FIIto
Mand ．　 pl． が わ ず か に 減 少 し た が ，女 性 は FH 　to

Mand ．　 pl．の 増加 を伴 う下顎 骨 の 後 方 回 転 を示 した と

報告 し，顎 顔面形態 が 生涯変化す る こ と を 明 ら か に し

た．し た が っ て ，目本 人 高齢 者 に お い て も同 様 に，成

人 期 を通 じ て 顎 顔 面 形 態が 変化 す る と す れ ば，今 回 の

802｛〕達 成 者 の 特徴 で あ る 下 顎 骨 の 後 下 方 位 や 顔 面 高

の 増加 は 加齢 が 関与 し た 可能性 も 考 え ら れ る．

結 論

　 丁葉 市 802〔｝達 成 者 41 名 の 現 在 歯 の 状 況 と咬 合 お よ

び 顎顔面形態 に つ い て 調 査 し た 結果，平均現 在歯数 は

25．3歯 で あ っ た．咬 合 に 関 し て は，ア ン グ ル 分 類 は

Class　 I，Overjet は 4mm 以 上 が 多 くす べ て 正 被 蓋 で

あ り，反 対 咬 合 お よ び 開 咬 は認 め られ な か っ た．また，

上 顎前歯部 の 叢生 は 少 な く，下顎前歯部 は や や 多 か っ

た が 叢 生 量 は 中等 度 だ っ た ．顎 顔 面 形 態 は下 顎 が 後 下

方回転 し 上 顎前突傾向が 認 め ら れ た が，歯軸 は 良好 で

著 しい 不 正 は認 め ら れ な か っ た．加 齢 に よ り同 様 の 変

化 が 生 じ た 可能性 も 考 え ら れ る こ とか ら，8020 達成者

は成 人 期 に お い て 矯 正 学 的 な 正 常 値 に 近 い 咬 合 お よ び

顎顔面形態 を備 え て い た こ と が 示 唆 さ れ た ．

　稿 を終 え る に あ た り，本 調 査 の 資料採取 に ご 協力 い た だ

い た 千葉 市 歯科 医 師 会 ・及 川 雅人，小倉 　 公，小太 刀 健 二 ，

柴田 康司，鈴木 和 男，高橋 　修　高嶺朝彦，瀧本正 行，宮

崎 敏 彦各 先 生 に 厚 くお 礼 中 し上 げ ます．

　 本 論文 の 要 旨 の
一

部 は，第 46 回 JADR 学術 大 会 （平 成

10 年 10 月 f葉 ），American 　 Associati 〔〕n 　 of 　 Orthodon−

tists，99　TH 　Annual 　Session （平 成 11年 5月 San　Diego，
California，　USA ），第 57 回 口本矯 正歯 科 学会 大 会 （平 成 11

年度 10 月広 島 ） に お い て 発表 し た．
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